
令和６年度シラバス（ 理科 ）    学番４１ 新潟県立見附高等学校  

教科(科目) 理科(化学基礎) 単位数 ２単位 学年(コース) ２学年（普通科） 

使用教科書 数研出版『 新編 化学基礎 』 

副教材等 数研出版『 新課程 新編 化学基礎準拠 サポートノート』、 

第一学習社『 新課程二改訂版 スクエア最新図説化学 』 

  

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー 卒業までに次の資質・能力を育成する。 

①「深慮にして実践」「誠実にして勉励」「和親にして敬愛」の教育目標の下、物事に

主体的に取り組む姿勢を育成する。 

②自身の健康を保ちつつ、社会的な自立を目指し、多様性を尊重しながら他者と協

働して取り組む力を育成する。 

③教科横断的な視点をもち、様々な学習活動をとおして、創造力、行動力、コミュ

ニケーション能力を育成する。 

カリキュラム・ポリシー 資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行う。 

①生徒一人ひとりの目標や進路希望が実現できる教育課程を編成し、教育活動を展

開する。 

②３年後の進路を見据えた学力の定着と活用に向け、ＩＣＴ機器を活用するなどし

て、主体的・対話的で深い学びと探究的な学習を行う。 

③自己の在り方生き方を探究するため、「総合的な探究の時間」を主軸に、課題発見・

解決、自己表現の育成に取り組む。 

④様々な状況や環境に対応し自己の力を向上させるため、ボランティア活動やイン

ターンシップ、外部検定試験など、生徒が自ら挑戦できる機会となる情報を積極

的に提供する。 

⑤学校行事や部活動などの生徒の主体的な活動の支援に向け、安全・安心な教育環

境に努める。 

 

２ 学習目標         
物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して、物質と

その変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探究するために必要な

観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 
(2) 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
(3) 物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う 

 

３ 指導の重点                  
(1) 化学的な事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験などに関する基本的な技能

を身に付けるようにする。 
(2) 化学的な事物・現象を観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
(3) 日常生活や社会の化学的な事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 日常生活や社会との関連を図りながら、物質と

その変化についての基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付けている。 

・ 物質とその変化から問題を見いだし、見通し 

をもって観察、実験などを行い、得られた結果を 

分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究し 

ている。 

・ 物質とその変化に主体的に関わり、見通しをも 

ったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよ 

うとしている。 

 



 

５ 評価方法 
 
 
 
評 
 
価 
 
方  
 
法 

各観点における評価方法は次とおりです｡ 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

以上の観点を踏まえ、 
・  定期考査、小テストの分析 
・  観察、実験、式やグラフでの表現の 
観察 

・  レポートや授業プリント、提出物など
の内容の確認 

 
などから､評価します｡  

以上の観点を踏まえ、 
・ 定期考査、小テストの分析 
・ 授業中の発言、発表や討論への取組の
観察 

・ レポートや授業プリント、提出物など
の内容の確認 

                  
などから､評価します｡  

以上の観点を踏まえ、 
・ 授業中の発言、発表や討論への取組
の観察 

・ 化学実験への取り組み方 
・ レポートや授業プリント、提出物な
どの内容の確認    

          

などから､評価します｡  

内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評
価します。 
内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画                             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

月 単元名 授業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価方法 

４ 

 

序章 

化学の特徴 

第１編 

 物質の構成と化学結

合 

第１章 

 物質の構成 

 

１ 

 

 

 

３ 

 

 

オリエンテ－ション 

 

 

 

１ 純物質と混合物 

 

・化学的な見方や考え方 

 

 

・物質の定義 

・純物質、混合物の定義 

・分離、精製方法 

４  

 

・定期考査 

・小テスト 

・実験レポート 

・提出物 

（演習ノート、 

授業プリント

等） 

・授業への取組 

 

５  

 

第２章 

 物質の構成粒子 

８ 

 

 

１ 

 

２ 物質とその成分 

３ 物質の三態と熱

運動  

 

１ 原子とその構造 

・元素の定義、元素記号 

・単体、化合物の定義 

・同素体 

・状態変化、粒子の熱運

動 

・原子の構造、構成粒子 

・電子配置、価電子 

９ 

６  ６ 

 

１ 

 

２ イオン 

 

３ 周期表 

・イオン式、多原子イオ

ン 

・イオン化エネルギー 

・電子親和力 

・元素の分類、同族元素 

 

７ 

 

 

 

７ 

 

 

第３章 

 粒子の結合 

６ 

 

 

１ 

 

 

１ イオン結合と 

イオン結晶 

２ 共有結合と分子 

３ 配位結合 

 

・イオン結合、クーロン

力 

・電解質、電離、組成式 

・共有結合、電子式、構

造式 

・ＮＨ４
＋、Ｈ３Ｏ＋ 

７  

 

８ 

 

３ 

４ 分子間にはたら

く力 

５ 高分子化合物 

・電気陰性度、極性の有

無 

・水素結合、沸点、氷の

構造 

・単量体、重合体 

３  



 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

第２編 

 物質の変化 

第１章 

 物質量と 

化学反応式 

 

８ 

 

 

１ 

 

 

６ 共有結合の結晶 

７ 金属結合と金属

結晶 

 

１ 原子量・分子量・

式量 

２ 物質量 

３ 溶液の濃度 

・共有結合、金属結合 

・結晶の分類と性質 

 

・原子量、分子量、式量 

・モルの概念 

・モル濃度、質量モル濃

度 

９  

 

 

10 

 

 

第２章 

 酸と塩基の反応 

５ 

 

１ 

 

４ 化学反応式と物

質量 

 

１ 酸・塩基 

・化学反応式の量的関係 

・化学の基礎法則 

・酸、塩基の定義 

・電離度による強弱 

６  

 

11 

 

 ６ 

 

１ 

 

２ 水素イオン濃度

と 

ｐH 

３ 中和反応と塩 

４ 中和滴定 

・水のイオン積、ｐＨ 

・塩の液性、加水分解 

・中和の量的関係 

・中和滴定曲線 

７  

 

12 

第３章 

 酸化還元 

反応 

４ 

１ 

 

１ 酸化と還元 

２ 酸化剤と還元剤 

・酸化、還元の定義 

・酸化数の付け方 

・酸化剤還元剤の半反応

式 

５  

 

１ 

 ５ ３ 金属の酸化還元

反応 

・金属のイオン化傾向 

・電池 

５  

 

２ 

 ７ 

 

 

４ 酸化還元反応の

利用 

・一次電池、二次電池 

・電気分解、電解精錬 

・ファラデーの法則 

７  

 

３ 

終章 

 化学が拓く世界 

１ 

 

 

 

生活に密着する化学 

 

・食品保存、化粧品、浄

水場 

１  

                                                  ７０ 時間（50分授業） 

７ 課題･提出物等 
・ 授業進度に沿った授業プリントや演習プリント等が配付されます。定期考査対策にもなりますので、計算練習や化学

式など必ず各自で取り組み、演習を積んでください。 
・ 実験では、必ずレポート提出があります。実験後にしっかりと考察を行うことが、非常に重要な学びです。 
・ 長期休業期間中に課題が配付される場合は、休業明けに提出してください。 

 

８ 担当者からの一言 
 まず、授業にて、用語の定義や意味を正確に把握し、基礎知識をしっかり定着させることが大切です。その基礎
知識を関連させながら活用することで、論理的に考える学びが化学です。論理的に思考することによって、物質の
性質や化学反応などを推量できるようになり、日常生活で起きる多くの事象に役立てることができます。 

 

  



 


